
ミャンマー、マダガスカルと我々 

AMCWA会報 

ミ ャンマ―では混沌とした情勢が続いております

が、日本とこの国との関係は、欧米諸国とは異

なった様相を呈しております。欧米各国は軍事政権と

言うだけで、悪玉と決めつけ、対話をするどころか、

むしろ制裁を科する態度ですが、日本の政策は異なっ

ております。 

日本は軍事政権の「自国の国情に合った形で国造り

を進めているのだ」との言い分にも耳を傾けて一定の

理解を示し、軍政とも対話を絶やさない姿勢をとって

おります。他方、アウン・サン・スー・チー女史の反

政府勢力ともコンタクトをとり、軍政側との歩み寄り

を促す努力を払っております。 

現にミャンマ―駐在の丸山大使は、政府側、反政府

側の双方と緊密な接触を保ち、日本政府の方針に沿っ

た活動を展開しております。拘束されているアウン・

サン・スー・チー女史の解放を求める等、政府側には

耳の痛い申し入れもしっかりと行っております。とり

わけ丸山大使はビルマ語に堪能で、自国語同様に身に

着けておりますので活躍ぶりは注目されております。 

日本政府のこの方針は長年変わることなく続いてお

り、私も大使であった当時（1995～1998年）には

ミャンマ―ではまさにこの方針に従い、行動致しまし

た。女史の邸宅は、大通りを挟んで日本大使公邸（当

時）の向かい側に位置してお

り、当時彼女は軟禁状態から

自由の身になっておりました

ので、週末になると自宅の門

扉越しに、マイクを使って大

演説をぶっておりました。こ

の演説も私の公邸ではよく聞

こえました。この演説集会は

日本でも知られており、日本

人観光客のバスが乗り付けて

くることもありました。ある

時、演説が終わってから、女史は門前にいた日本人

を門内に招き入れ、「軍が支配しているこの国には

お出でにならないよう、日本の皆様に伝えていただ

きたい」と話した由である。 

マダガスカルと日本とは常に良好な関係が続い    

ております。本年は1962年に初代日本大使が、フラ

ンスから独立したマダガスカル共和国の初代大統領

へ信任状を奉呈してから60年の節目に当たるので、

在マダガスカル大使館では、「日本マダガスカル友

好60周年」として広報活動を展開する企画を立てて

おり、新聞紙面の買い上げを初めとするPRを実施す

ることになっております。 

弊会は今年度も両国の提携先と手を携え、草の根

レベルの支援活動に力強く取り組んでいきます。 
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    ミャンマー幼稚園支援について  
  

  

 

 

  

 連合様「愛のカンパ」及び東電労組様の支援で

弊会が取り組んできたミャンマーの幼稚園支援事業

もおかげさまで2014年以来8年となりました。継続し

た取り組みを支援いただきありがとうございます。

また、この間、様々な形でミャンマー支援にご寄

付・ご協力いただいた方々にも改めて御礼申上げま

す。 

さて21年度の活動も引き続く新型コロナ流行に加え

昨年2月1日に発生した政変により制約を受けまし

た。今年度も訪問はかないませんでしたが20年度末

送金した幼稚園施設改修のうち、一件＄1000の中型

改修5件は無事完了し、＄5000の大型改修は諸般の事

情により遅れていましたが22年に入り開始されまし

た。21年度支援の幼稚園についても6園が選定され、

送金しました。新年度も連合様、東電労組様の助成

を前提に活動を継続し、状況が許せば3年ぶりに訪問

いたします。 

 なお、弊会は過去20年にわたり、ミャンマーの政

治状況にかかわらず、草の根レベルで医療機器、中

学校、奨学金、児童養護施設支援などさまざまな形 

で支援に取り組んで

きました。現下の政

治情勢は引き続き先

行きが見えません

が、そのような中で

も連携先、支援先と

緊密に連絡をとり、

支援を確実に行って

いくことが弊会の使命

と考えています。 

 

★第23回定期総会★ 

令和4年度定期総会を5月21日日本倶楽部で開

催します。事業・会計・監査報告と活動計

画・予算案審議、役員改選が行われます。正

会員は出欠・委任状提出をお早めにお願いい

たします。一般会員、ご支援者のオブザー

バー参加もできます。Zoom利用も検討中で

す。なお感染対策を十分行いますが流行状況

により開催方法の変更もありえます。 

 

 

カチン州Myittashin幼稚園 
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 翌70年、ナモロナ川電源開発調査団によりフィ

ジィビリテ―調査が実施されました。ナモロナ川は

首都アンタナナリヴから450キロほど南下したところ

を水源とした川で、その途中に水力発電所を建設す

る調査でした。発電能力は、2500キロワット2基、そ

れでもフィアナランツォ州には十分すぎるものでし

た。この情報を知った守谷商会は、その発電所計画

の受注を目指して動き出しました。 

 守谷商会は、明治の末に「明電モートル」の販売

店として発足し、その後ポンプや建設機械、産業機

械などを取り扱う、機械専門の中堅商社です。明電

舎の筆頭代理店でもあります。2500キロワット2基と

いう発電機は、重電5社中の下位にある明電舎の得意 

ナモロナ・プロジェクトの思い出 

日本国政府が初めて

マダガスカル向け円借

款の供与を決めたのは

1969年、私はまだ学生

でした。  

アジア母子福祉協会 

会員 天内圓 

 分野で、守谷商会は筆頭代理店の名誉にかけてもこれ

を受注したいと願ったのでした。 

 発電所計画の総予算は20億円。当時の守谷商会の年

商は900億円。海外工事経験もなく単独の案件受注は

リスクが大きすぎます。そこで、大手商社の日商岩井

と手を組み、日商岩井から機械部分を受けるというス

キームで対処しました。そして1972年にアンタナナリ

ヴに事務所を立上げ、駐在員として小早川浩を送り出

しました。その翌年の73年、大学を出た私は守谷商会

に採用され、何も知らないままにナモロナプロジェク

トの担当となりました。 

 ところが翌74年、「石油ショック」が起こり、あら

ゆる物価が上昇しました。見積書には有効期限があり

通常は1ヶ月ですが、有効期限を付けてはならないと

いう社内通達が何度も出されたのでした。当然、ナモ

ロナプロジェクトの実行費用も上昇し、再見積をした

ところ当初予算の2倍以上の50億円という数字が出、

計画そのものの実施が危ぶまれました。 

 しかし、本件のコンサルタント会社と発注者である

JIRAMA（水電気公社）は苦労して仕様変更を行い、何

とか30億円にまで圧縮しました。主な変更は、発電所

からフィアナランツォおよび東岸のマナンジャリーま

での送電線工事を取り除くというものでした。資機材

は送り届け、工事はJIRAMAが実施することにしたので

した。 

 (後半、付録に続く) 

おかげさまで21年度のマダガスカルプロジェクトは

3月で終了しました。昨年度に引き続き、濱口会員と

現地のアジャさんとの連携で、児童養護施設アンバト

ランピ児童園において植樹用地整備、苗木育成・調

達、植付、過年度分の整備などが行われました。 

 

会報43号既報のとおり

クラウドファンディン

グ(CF)に初めて取り組

みましたが多くのご支

援をいただき、総予算

の約半額、60万円目標

に対しその後のご支援

も含めて95万円のご寄

付がよせられました。

重ねて感謝申し上げま

す。 

 

 

 

 プロジェクトの様子はAMCWAのフェイスブックで掲

載しておりますので是非ご覧ください。CF支援、1万

円以上の方へのリターンも3月1日にお送りしました。 

 なおマダガスカル、ミャンマーあるいは弊会全般へ

のご寄付を引き続

き受け付けており

ます。1ページの

AMCWAアドレスある

いは下記電話まで

ご連絡ください。

事務局03-3936-

3531(柳澤) 

マダガスカルプロジェクトご支援に感謝 
アジア母子福祉協会常務理事 柳澤信一郎
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ナモロナ・プロジェクトの思い出(2 ページより続く)    天内 圓 
追加の 10 億円の円借款が決定したのは 76 年、

直ちに入札となり、日商岩井・守谷グループが受

注することができました。77 年の 5 月から工事

は開始され、80 年の７月に竣工しました。3 年半

にわたる工期で、土木工事を担当したのは、大豊

建設です。 

私は 80 年の 10 月に小早川氏の後任として、

妻とまだ幼い二人の娘たちとともにマダガスカ

ルに赴任しました。発電所工事の方は完了しまし

たが、私にはプロジェクトに関する大きな宿題が

二つ残されていました。一つは「コントラクター

ズ・イクイプメント」に関する関税支払いの問題、

今一つは追加工事に関する支払いの問題でした。 

 JIRAMA との契約は、発電所を作り上げ、それ

を引き渡すことです。そのためには、ダンプトラッ

クやブルドウザー、バッチャープラント（生コン製

造設備）などが必要です。これを日本から運び、工

事が終わったなら日本に持ち帰るという前提で、

関税はゼロということになっていました。その一

方で、大豊建設が下請けとして使った現地の国営

土木会社が、工事が終わったら当該関税を払い、

「コントラクターズ・イクイプメント」を無償で受

け取るということになっていました。ところが、工

事が終わるや否や、国営土木会社は倒産し、トラッ

クやらブルドウザーなどは、皆一斉に、どこへとも

なく消えてしまったのです。明らかに計画倒産で

あり、当時のマダガスカル国内の汚職と腐敗を意

味しています。それはそれとして、税関からは１億

２千万円の関税の請求が日商岩井を経由して大豊

建設に出されました。なんとも面倒なことでした

が、しつこく交渉を続け、１年近くをかけて最終的

には合法的にチャラとしました。倒産したのが国

営会社であったのが効を奏しました。 

 追加工事の方は、当初予定していた発電所の下

の岩盤が大きな浮石のいくつかであることが判明

し、本来の岩盤までの掘削量が増えたために発生

したものがほとんどでした。その総額はおよそ８

千万円。JIRAMA はその総額を国立銀行に積んで

くれましたが、社会主義政策に失敗し、深刻な外 

貨不足に陥っていた国立銀行は一向に支払ってく

れません。この宿題をどう解決したかと言います

と、８２年に出された、日本の無償援助３億円、

マダガスカル南部の水開発プロジェクトを大豊建

設が受注（守谷商会は全面的にアシスト）、そのプ

ロジェクトの円ポーションとマダガスカルフラン

ポーションを差し替えるという手法を使い、国立

銀行のお墨付きも得て、これも合法的に、やっと

対処したのでした。 

 その後、マダガスカル政府の円借款返済は、ま

ったくの不能状態となります。円高が進み、その

負債額は膨れ上がっていました。これに対し日本

政府は、せめて金利の一部だけでも支払ってくれ

ることを求め、その分の無償援助をしたのでした。

およそ２千万円のおもに医薬品が供与され、在マ

ダガスカル在住商社が回り持ちで取り扱うことが

できました。日本政府としても、帳簿上いきなり

赤字にするわけにもいかず、何とか延命させ、や

がて時を見計らい、すべての返済を免除しました。

なんとも素晴らしい決定だと思います。 

 そもそも、日本政府が１９６９年にマダガスカ

ルに円借款を供与しようとした背景には、二つの

中国という問題がありました。毛沢東が率いる中

華人民共和国が国連参入を目指す中、西側はこれ

を阻止しようとして、後進国の票集めに手分けし

て奔走したのです。その一環として、マダガスカ

ルへの円借款がなされたのだとしかるべき人から

聞いています。しかしその後、日本はアメリカに

倣い方針を変換し、台湾を中国の一部と認め中国

との国交を締結したのでした。 

 日本のマダガスカルへの円借款は、国連での票

集めには寄与しなかったようですが、しかし何は

ともあれ、実質的にほとんどタダで JIRAMA はあ

の水力発電所を手に入れたのでした。あれから４

０年以上もたちますが、なおも問題なく発電所は

稼働していると聞きます。プロジェクトに関与し

た多くの人々ともに、そのことをうれしく思いま

す。 

 マダガスカルとニッポン、バンザイ！  



 


